



フェノール樹脂 ( ベークライト ) が松脂 (resin) に
似ていたところから使われるようになった言葉であ
る。一方、プラスチック (plastic) は「形を造る」「可


















































社　名 総売上高 化学品売上高 合成樹脂売上高 備　　　考
三 菱 商 事 10,166 901 234 　
三 井 物 産 10,073 1,344 420 　
丸 紅 飯 田 7,732 632 96 化学品以外に石油と肥料を含む
伊藤忠商事 7,095 740 168 化学品以外に石油を含む



































れる。中低圧法 ( 高密度 ) ポリエチレンの用途は、
コンテナや小型容器などの硬質系製品であり、高圧






















































洞に入れて加熱・加圧する成形法 )、射出成形 ( 加
熱流動化した合成樹脂をノズルから冷却された金型






























加工メーカーに流れるケース ( 機能的には (a)
ルートと同じ ) と、二次代理店を経て一次加工



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































塩化ビニルメーカー 一次代理店等 月間販売量（トン） 大手ユーザーおよび主要加工メーカー
信 越 化 学
三井物産 3,000 久保田鉄工 1500、ヤマト化学 300、住友ベークライト 300、角一製作所 150
中外貿易 600 富双樹脂
蝶理 400 松下電工 300
東洋ケミカルズ 100
菱三商事 80 ～ 90 扱い大阪だけ
日綿実業 80 ～ 90 扱い大阪だけ
昭和興産 50 扱い東京だけ
輸出（三井物産） 1,600
信越化学の直販 信越ポリマー 1500、日本プラスチック 1000（久保田鉄工経由）、小松化成 700～800、協同化成 100、興国化学 70～80
電 気 化 学
三井物産 1,400 日本レザー
第一商工 1,200 川口ゴム、富双合成、大阪 500
岸本産業 900 ～ 1000 共和レザー、日立電線
長瀬産業 600 三菱樹脂 500
伊藤忠商事 1,000 タキロン、ハマ化成 600、東京中心






呉 羽 化 学















三井物産 2,000 ヤマト化学、丸登化成工業、理研ビニール（関東 1200、関西 800）
岸本産業 1,300 共和レザー 300～350、金町ゴム 200～300、龍田化学 50～70、藤倉ゴム 200～300（関東 800、関西 500）
輸出（三井物産） 500













































































































になって昭和肥料 ( 現昭和電工 )、大同肥料、信越
窒素肥料 ( 現信越化学 )、さらには全国石灰窒素共
販組合の各社と一手販売契約を結び、他社の追随を
許さない地位を確立していた。





















































































































































































三井ポリケミカル 高圧法ポリエチレン 総代理店 ( 取扱商社５社以上 )
三井化学 ポリプロピレン 総代理店 ( 取扱商社10社)
日本合成ゴム 合成ゴム 取扱商社 ( ほか５社 )
昭和電工 プロピレンオキサイド 取扱商社 ( ほか７社 )
東洋ポリスチレン ポリスチレン 総代理店
日本ポリケミカル 高圧法ポリエチレン 取扱商社 ( ほか８社 )
東燃石油化学 ブタジエン 取扱商社 ( ほか１社へ輸出向け )
電気化学 スチレンモノマーポリスチレン
取扱商社 ( ほか４社 )
取扱商社 ( ほか７社 )










取扱商社 ( ほか４社以上 )
取扱商社 ( ほか４社以上 )
取扱商社 ( ほか６社 )
取扱商社 ( ほか 10 社 )
日本合成ゴム 合成ゴム 取扱商社 ( ほか５社 )
三菱モンサント ポリスチレン 取扱商社 ( ほか 16 社 )






取扱商社 ( ほか３社以上 )
取扱商社 ( ほか１社以上 )
取扱商社 ( ほか１社以上 )





総代理店 ( 川崎のみ )
総代理店 ( 川崎のみ )
総代理店 ( 川崎のみ )
住 友 商 事
住友化学 高圧法ポリエチレンポリプロピレン
取扱商社 ( ほか 16 社 )
取扱商社 ( ほか 10 社 )
旭化成 ポリブタジエン 取扱商社 ( ほか 5 社 )
旭ダウ ポリスチレン 取扱商社 ( ほか 6 社 )
日本ポリスチレン ポリスチレン 取扱商社 ( 販売元住友化学、ほか１社以上。販売元昭和電工、取扱商社 10 社の別ルートあり )





取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
伊藤忠商事
三井石油化学 低圧法ポリエチレン 取扱商社 ( ほか８社 )
住友化学
高圧法ポリエチレン 取扱商社 ( ほか16社)






取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
旭化成 ポリブタジエン 取扱商社 ( ほか５社 )
旭ダウ スチレンモノマーポリスチレン
取扱商社 ( ほか７社 )
取扱商社 ( ほか７社 )
昭和電工 プロピレンオキサイド 取扱商社 ( ほか７社 )
日本触媒化学 エチレンオキサイドエチレングリコール
取扱商社 ( ほか７社 )
取扱商社 ( ほか７社 )





取扱商社 ( ほか４社以上 )
取扱商社 ( ほか４社以上 )
取扱商社 ( ほか４社以上 )
チッソ ポリプロピレン 取扱商社 ( ほか 9 社 )
丸 紅 飯 田






取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
旭ダウ ポリスチレン 取扱商社 ( ほか６社 )
日本オレフィン化学 中圧法ポリエチレン 取扱商社 ( 販売元昭和電工、ほか８社 )
日本触媒化学 エチレンオキサイドエチレングリコール
取扱商社 ( ほか７社 )





取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
取扱商社 ( ほか２社 )
東燃石油化学 ブタノール 取扱商社 ( ほか１社 )
日東ユニカー 高圧法ポリエチレン 取扱商社 ( ほか10社)
チッソ ポリプロピレン 取扱商社 ( ほか９社 )
日曹油化 エチレンオキサイドエチレングリコール
取扱商社 ( ほか３社以上 )
取扱商社 ( ほか１社以上 )






































































































































































ポリエチレン ( 三井石油化学製 ) とポリプロピレン
( 三井東圧化学製 ) の販売先となる加工メーカーで



























































低圧法ポリエチレンの二次代理店 ( 大阪合同 ) の販























・資本参加以外に内外化学 ( 研究費支援 )、王子ポ































































































































































































































































































































( 営業開始時 )、1965年度 ( 会社10周年時 )、1968
年度 ( 低圧法ポリエチレンの自主販売およびポリプ




















































取  扱  会  社
営 業 開 始 時
（1958年下期）





20 周 年 時
（1975年度）
売上高 比　率 売上高 比　率 売上高 比　率 売上高 比　率
三 井 物 産 795 53.0 15,251 51.7 27,081 59.4 98,526 62.8
そ の 他 の 商 社 ― ― 92 0.3 6,814 14.9 17,353 11.1
三 井 化 学 455 30.3 5,558 18.9 ― ― ― ―
三井石油化学の直売 250 16.7 8,596 29.1 11,719 25.7 41,033 26.1








































































































































丸紅飯田、東通 ( 後に丸紅飯田と合併 ) とも特約
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